
本
事
業
が
開
始
し
た
平
成
24
年
か
ら
携
わ
っ
て
い
る

浅
野
和
可
奈
さ
ん
が
博
士
号
を
取
得
し
ま
し
た
。

6R4.12.10　No.770

第
70
回
記
念
福
島
県
身
体
障
が
い

者
福
祉
大
会
が
10
月
26
日
、
二
本
松

市
民
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
で
は
、
野
崎
保
さ
ん
（
上
蓬

田
）
が
多
年
に
わ
た
り
、
石
川
地
方

身
体
障
が
い
者
福
祉
会
及
び
平
田
村

身
体
障
が
い
者
福
祉
会
の
会
長
と
し

て
身
体
障
が
い
者
福
祉
の
推
進
に
尽

力
し
た
功
績
が
称
え
ら
れ
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

道
路
環
境
保
全
の
奉
仕
作
業
が
11
月
10
日
、

村
内
の
建
設
事
業
社
８
社
で
組
織
す
る
平
田
建

設
業
協
力
会
に
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
奉
仕
作
業
は
、
地
元
住
民
へ
の
感
謝

と
、
安
全
で
快
適
な
道
路
機
能
の
維
持
を
目
的

に
毎
年
取
り
組
ま
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

役
場
で
行
わ
れ
た
出
発
式
で
は
、
笠
巻
正
夫

会
長
（
㈲
笠
巻
開
発
工
業
）
が
「
怪
我
や
事
故

の
無
い
よ
う
に
作
業
を
行
っ
て
ほ
し
い
。
」
と

挨
拶
を
述
べ
、
各
社
が
バ
ッ
ク
ホ
ウ
等
の
重
機

を
持
ち
込
み
、
路
肩
の
補
修
や
水
路
の
土
砂
撤

去
作
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

日
本
大
学
工
学
部
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
10
月
15
日
・
16
日
、

乙
空
釜
地
区
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

学
生
と
の
協
働
事
業
は
３
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
、
今
回
は
日
本
大
学
工

学
部
と
長
岡
工
業
高
等
専
門
学
校
が
共
同
で
開
発
中
の
橋
の
簡
易
点
検
ア
プ

リ
の
試
行
や
清
掃
活
動
を
地
域
住
民
と
共
に
実
施
し
ま
し
た
。

15
日
は
乙
空
釜
地
区
内
の
玉
川
村
に
繋
が
る
村
道
の
生
コ
ン
舗
装
を
、
16

日
は
同
地
区
内
の
荻
ノ
目
橋
等
で
、
橋
の

セ
ル
フ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
取
り
組
み
ま
し

た
。
参
加
者
は
日
本
大
学
工
学
部
の
岩
城

教
授
を
は
じ
め
東
京
工
業
大
学
と
鳥
取
大

学
の
教
員
、
各
大
学
の
学
生
、
乙
空
釜
行

政
区
の
住
民
の
総
勢
33
人
が
集
ま
り
、
協

働
の
地
域
づ
く
り
と
な
り
ま
し
た
。

野
崎
保
さ
ん
（
上
蓬
田
）
が

福
島
県
知
事
感
謝
表
彰
を
受
賞

建
設
業
協
力
会
奉
仕
作
業

若
い
力
が
村
づ
く
り
に
つ
な
が
る



平
田
村
自
衛
隊
家
族
会
の
み
な
さ
ん

模擬訓練の様子
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平
田
村
自
衛
隊
家
族
会
の
視
察
研
修
が
10
月
８
日
、
陸
上

自
衛
隊
福
島
駐
屯
地
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
会
は
、
国
民
の
防
衛
意
識
の
高
揚
や
自
衛
隊
に
対
す

る
理
解
・
協
力
・
支
援
の
た
め
に
発
足
し
た
も
の
で
、
村
出

身
自
衛
隊
員
の
家
族
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
視
察
研
修
は
３

年
ぶ
り
の
実
施
と
な
り
ま
し
た
。

当
日
は
、
創
立
69
周
年
記
念
行
事
が
開
催
さ
れ
て
お
り
、

空
砲
を
使
用
し
た
迫
力
あ
る
模
擬
戦
闘
訓
練
や
東
北
地
方
唯

一
の
フ
ァ
ン
シ
ー
ド
リ
ル
隊
の
演
奏
、
装
備
品
の
展
示
な
ど

を
視
察
し
ま
し
た
。

消
防
団
の
秋
季
訓
練
が
11
月
13
日
、
村
内
各

地
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
の
観
点
か

ら
、
昨
年
に
引
き
続
き
、
各
分
団
ご
と
に
各
地

域
で
放
水
訓
練
や
規
律
訓
練
な
ど
を
実
施
し
ま

し
た
。

団
員
は
「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で

守
る
」
消
防
精
神
で
、
真
剣
に
訓
練
に
臨
ん
で

い
ま
し
た
。
訓
練
終
了
後
は
、
地
元
の
消
火
栓

や
防
火
水
槽
の
点
検
を
実
施
し
、
火
災
・
災
害

へ
の
備
え
を
再
確
認
し
ま
し
た
。

平
田
村
防
犯
指
導
隊
に
よ
る
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
が

10
月
27
日
、
ひ
ら
た
清
風
中
学
校
通
学
路
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

中
学
校
周
辺
の
夜
間
に
お
け
る
危
険
箇
所
の
確
認

と
、
帰
宅
時
に
お
け
る
生
徒
た
ち
へ
の
注
意
喚
起
を
実

施
す
る
こ
と
で
犯
罪
や
事
故
が
起
き
に
く
く
な
る
こ

と
を
目
的
と
し
、隊
長
の
澤
村
兼
人
さ
ん
（
蓬
田
新
田
）

を
は
じ
め
、
阿
部
勝
美
さ
ん
（
上
蓬
田
）、
吉
田
昌
樹

さ
ん
（
小
平
）、
石
川

警
察
署
平
田
駐
在
所
の

皆
さ
ん
が
通
学
路
を
歩

き
、
生
徒
た
ち
へ
事
故

防
止
な
ど
を
呼
び
か
け

ま
し
た
。

自
衛
隊
員
の
身
近
な
存
在
と
し
て

火
災
災
害
に
備
え
て

安
心
安
全
な
通
学
路
に




